
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           検針業務もスマートデバイスへ 

株式会社トータルオフィスマネージメント 
〒019-0529 秋田県横手市十文字町字海道下 42-1 

TEL0182-42-4030(代) FAX0182-42-3407 http://www.toming.co.jp 

 

問い合わせ

先 

導入コスト削減 

 

 

大幅削減 

万全の 

セキュリティ対策 

見やすく、 

操作楽々 
端末重量 

大幅軽減 

郵送費の 

コスト削減 

即時伝達! 

即時確認! 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入コストの削減 端末重量の大幅軽減！ 

従来のハンディターミナルは、1 台約 300,000 円

と高額な専用端末を使用していましたが、スマー

トフォンにすることで、その費用は、1/3 程度にな

ります。 

スマートフォン端末の重量は 100ｇ程度で従来の端

末に比べ重量が約 1/7 程度となり、検針員の腕の

負担が軽減されます。さらに、携帯プリンタは腰に

装着することで、検針業務の邪魔になりません。 

即時伝達・即時確認でお客様へのサービス向上 

スマートフォン端末はＬＴＥ通信で、水道事業体のサーバとデ

ータの送受信が可能になりました。そのため、検針データは

即時に更新されますので、端末を持ち込んでの、データのや

りとりが不要です。 

検針の進捗情報をリアルタイムで確認することが出来るよ

うになり、漏水などによる異常水量や検針員による誤検針

をいち早く把握することができます。 

見やすく、楽々操作 
スマートフォンに不慣れな検針員でも

操作しやすいよう、大きな画面・文字・

ボタンを配置しました。さらに指針入

力時のバイブ設定を付加することに

より、指先への入力感覚を従来型専

用端末に近いものにしました。 

通信コスト大幅削減 

通信量は、１０００件/月の検針で

約５０ＭＢ、２０００件/月で約１００Ｍ

Ｂ程度になります。毎月の通信費

は、スマートフォン 1 台あたり約３

００円～約５００円程度です。 

データを絶対に流出させない万全なセキュリティ対策 

スマートフォン端末は、サインインパスワード認証、検針員パスワード認証、サーバ通信認証と、多数認証をク

リアしなければ、検針操作ができないようになっております。さらに検針員が端末を紛失した場合は水道事

業体から遠隔操作で該当端末を使用不能にすることができます。 また、スマートフォン端末はデータサー

バと通信を行い1件ごとに検針データを取得・更新しているので端末本体には検針データを記録しません。

したがって個人情報が流出する危険性もありません。 

納付書現地発行で郵送費コストの削減 

携帯プリンタを 80ｍｍ幅から 114 ㎜幅に切り替えるだけで、納付書が発

行できるようになります。検針と同時にその場で発行できるようになる

ことで、用紙の印刷費と、郵送費を大幅に削減することができます。 

スマホ検針  つのいいね 


